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世�　�帯�　�数�●�52，�636世帯�
　　�（�平成15年�7月1日現�在�）���

【座間市のお知らせ】� 694
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わ
た
し
た
ち
の
住
む
神
奈
川

県
は
、
大
地
震
が
「
い
つ
起
き

て
も
不
思
議
で
は
な
い
状
況
」

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

突
然
の
大
地
震
な
ど
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
弱
者
で
あ
る

お
年
寄
り
が
大
き
な
被
害
に
遭 

っ
て
し
ま
う
確
率
が
高
く
な
り

ま
す
。
こ
う
し
た
災
害
に
弱
い

立
場
に
あ
る
人
を
地
震
や
火
災

な
ど
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
皆
さ
ん
が
協
力
し
合

い
、
災
害
か
ら
救
う
方
法
を
確

立
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
今
回
用
意
し
た

高
齢
者
の
い
る
家
庭
向
け
の
チ

ェ
ッ
ク
表
を
確
認
し
て
、
あ
な

た
の
大
切
な
家
族
を
守
る
準
備

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

担
当　
　
　
　
　

市
民
健
康
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５

5
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

　災害時であっても身体の状態が悪くならないように、右
チェック表の結果を踏まえ、日ごろから次のことを準備して
おきましょう。

災害時には皆さんの助け合いが大切
です

昨年の総合防災訓練の様子

　乾パンは
非常食の中
でも代表的
な食品です。
砕いてから
煮たり湯を注いだりすることで、
離乳期の乳幼児や高齢者も安心
して食べることができます。�
①ナイロン袋に乾パン小10個
　（約24グラム）を入れ、ビ
　ール瓶やめん棒などで小さく
　砕いておきます。�
②鍋に水400cc（コップ2杯）
　と砂糖6グラム（スティック
　シュガー2本）を入れ火に掛
　けます。溶けたら砕いておい
　た乾パンを加え、かき混ぜな
　がら５分程煮ましょう。�
�＜ポイント＞�
・水に入れてもできますが、軟
　らかくなるのに時間がかかり
　ます。�
・より細かく砕くと早く軟らか
　くなり、食感も滑らかになり
　ます。�
・砕くための道具がないときは、
　ナイロン袋を新聞紙で挟んで
　足で踏みましょう。�

乾パン粥の作り方�
�

災害から高齢者を救うために…�災害から高齢者を救うために…�

災災害害時時にに備備ええたたアアドドババイイスス 災災害害へへのの準準備備度度ををチチェェッッククししててみみままししょょうう

いいえはい災害時にも安心して食事をするための準
備は万全ですか。１

いいえはい災害に備えて飲料水を準備していますか。２

いいえはい災害に備えて家族に合った食品を準備し
ていますか。３

いいえはい災害時の食生活について家族と話し合い
をしていますか。４

いいえはい家族の介護の状況・疾病について相談が
できる友人や場所がありますか。５

いいえはい家族が日ごろ使用している薬剤名を記録
してありますか。６

いいえはい家族が受診している病院の連絡先が分か
るようにしてありますか。７

いいえはい
主治医などに災害時の対応について相談
をしていますか。（薬の入手方法、緊急
時の対処の仕方など）

８

いいえはい
日ごろ流動食を取っている方など、特に
食事に配慮が必要な家族のための準備は
できていますか。

９

いいえはい不安の解消に向けてこれから準備をしよ
うと思いますか。１０

「はい」の数を計算して合計点数を確認してみましょう。
はい　１０点　いいえ　０点

災害への備えはまずまず。これからもこの状
態を保ってください。１００点ならなお安心です。

８０点以上

もう少しです。準備が足りない所を補強しま
しょう。

６０～８０点

いつ起こるか分からない災害ですが、日ごろ
から万が一に備えておくと安心です。

５０点以下

１　水は薬を飲んだり、食事を軟らかくして食べやすく
　　したりするために必要です。１日の必要量は一人当
　　たり３㍑といわれています。最低でも３日分は準備
　　しておきましょう。
２　高齢者は硬い物がかみにくかったり、飲みにくかっ
　　たりすることが多いので、軟らかくて食べやすい備
　　蓄食品を準備しておくようにしましょう。普段から
　　手に入りにくい食品を使っている場合は、何日分ぐ
　　らい必要かを考えて準備しましょう。
３　災害に備えて、家族に合った食品をどう準備するか
　　を話し合っておきましょう。乾パンだけでなく、レ
　　トルトのおかゆなどがあると便利です。
　　※非常食の作り方は左図を参考にしてください。
４　家族の状況について理解をしてくれる友人がいると
　　支えになります。日ごろから隣近所や地域の人との
　　コミュニケーションを深めましょう。　
５　いざというときに必要な薬が手に入るように、日ご
　　ろ服用している薬剤の種類などを記録しておきまし
　　ょう。
６　掛かり付けの医療機関名だけでなく、検査結果や治 
　　療方針のほか、介護の状況なども詳しく記録してお
　　きましょう。
７　病気の治療を受けている方は、主治医などから緊急
　　時の対応について、指示を聞いておきましょう。

　東海地震や南関東地震などの大規模地震を想
定した、総合防災訓練を実施します。市民の皆
さんの参加や見学をお待ちしています。
〇と　き　８月３０日（土）午前９時～１１時３０分
〇ところ　座間小学校
〇内　容　消火・人命救助・避難誘導・避難所
　開設・給水訓練など
※防災行政無線（同報無線）で、座間、入谷、新田宿・四ツ谷地区
に午前８時５０分に予告放送をした後、午前９時にサイレンを鳴らし
ますので、実際の災害と間違えないようにご注意ください。
担当　　　　　　　　　　防災課1０４６（２５２）７３９５ 5０４６（２５２）７７７３

　市では、昭和５６年以前に建築された木造住宅を対象に、無料耐震相談を実
施します。
〇と　き　９月６日（土）午前９時３０分～午後４時
〇定　員　１２人（先着順・時間予約制）
〇ところ　東地区文化センター２階第３集会室
〇相談員　神奈川県建築士事務所協会座間支部会員
〇持ち物　確認申請などの図面（略図でも可）、建物状況が分かる写真など
〇申込方法　９月２日（火）までに電話で担当へ
※次回の相談は、平成１６年２月に市公民館で予定しています。
なお、市では建物の耐震診断について、電話や訪問などによる個別の勧誘は
していません。
担当　　　　　　　　　　　　　　　建築課1０４６（２５２）７３９６ 5０４６（２５２）０２２０

９月１日納期限は、市県民税の第２期、国民健康保
険税の第３期です。納税はお早めに !!

総合防災訓練を実施します総合防災訓練を実施します�総合防災訓練を実施します総合防災訓練を実施します�総合防災訓練を実施します� 木造住宅無料耐震相談木造住宅無料耐震相談�木造住宅無料耐震相談木造住宅無料耐震相談�木造住宅無料耐震相談�
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市
で
は
、
電
動
式
生
ご
み
処

理
機
と
生
ご
み
処
理
容
器
を
購

入
す
る
世
帯
に
、
購
入
費
の
補

助
を
し
て
い
ま
す
。
四
月
一
日

か
ら
は
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
の
補
助
金
額
が
拡
大
さ
れ
る

な
ど
、
よ
り
一
層
お
求
め
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

　

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
と
生

ご
み
処
理
容
器
は
、
ご
み
の
減

量
化
や
環
境
対
策
に
大
変
有
効

で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
活
用

し
、
こ
れ
ら
の
機
器
を
積
極
的

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
の
申
し
込
み
は
、
購

入
前
に
電
話
で
担
当
へ
。な
お
、

　

市
で
は
、
今
年
も
相
模
川
河

川
敷
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
に
潤
い
と
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
「
相
模

川
」
の
貴
重
な
自
然
を
守
る
た

め
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
と　

き　

九
月
七
日
（
日
）

　

午
前
九
時
〜
〈
雨
天
の
場
合

　

は
十
四
日
（
日
）
に
延
期
〉

○
集
合
場
所　

相
模
川
グ
ラ
ウ

　

ン
ド

○
申
込
方
法　

八
月
二
十
二
日

　

（
金
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は

　

電
話
で
担
当
へ

※
軍
手
、
ご
み
袋
は
担
当
が
用

意
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　

資
源
対
策
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
６
５
９

5
０
４
６（
２
５
２
）７
６
１
６

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
供

用
開
始
か
ら
三
年
以
内
に
、
接

続
の
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を

す
る
方
を
対
象
と
す
る
、
無
利

子
の
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。　
　

　

公
共
下
水
道
は
、
河
川
の
水

質
改
善
や
水
環
境
の
保
全
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
効
果
を
十
分
に
発

揮
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
供
用
が
開
始
さ
れ

て
い
る
地
域
で
、
ま
だ
公
共
下

水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
世
帯

は
、
早
期
接
続
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
融
資
制
度
の
ご

利
用
に
は
、
融
資
を
受
け
る
金

融
機
関
の
支
店
の
口
座
が
必
要

　

市
で
は
、
雨
水
を
地
下
に
浸

透
さ
せ
地
下
水
の
保
全
を
促
進

す
る
、
雨
水
浸
透
ま
す
な
ど
の

施
設
設
置
に
対
す
る
助
成
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

既
存
の
住
宅
の
ほ
か
、
新
築

・
改
築
時
の
設
置
も
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
対
象
や
金
額
に
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
担
当
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

市
営
水
道
の
貴
重
な
水
源
と

な
っ
て
い
る
地
下
水
。
お
い
し

い
地
下
水
の
供
給
の
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　

環
境
保
全
課

電話番号支　店金融機関

1０４６（２５２）１１１１座間支店

横浜銀行 1０４２（７４４）１２３１相模台支店

1０４６（２５１）５１５１座間駅前支店

1０４６（２５４）６１１１座間支店

平塚信用金庫 1０４６（２５６）１１１０ひばりが丘支店

1０４２（７４４）１３３１相模台支店

1０４６（２５５）１１５５座間支店中央労働金庫

1０４６（２５５）１２４１相武台支店城南信用金庫

1０４６（２５１）００３３座間支店
ＪＡさがみ

1０４６（２５３）１７３３栗原支店

1０４６（２７４）７７７１南林間支店
八千代銀行

1０４６（２５４）９１１１相武台支店

※横浜銀行での融資手続きは、相模大野支店で実施します。

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
築
お

よ
び
増
築
の
場
合
は
、
融
資
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○
貸
付
限
度
額　

五
十
万
円

○
償
還
期
間　

五
年
以
内

担
当　
　
　
　

下
水
道
管
理
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
５
４
１

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

購
入
後
の
申
し
込
み
は
、
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
】
▽

補
助
金
額
＝
購
入
金
額
の
三
分

の
二
（
百
円
未
満
切
り
捨
て
、

上
限
四
万
円
）
▽
補
助
制
限
＝

一
世
帯
に
つ
き
一
台

【
生
ご
み
処
理
容
器
】
▽
補
助

金
額
＝
一
台
当
た
り
四
千
円
を

超
え
る
場
合
一
台
に
つ
き
三
千

円
、
一
台
当
た
り
四
千
円
以
下

の
場
合
購
入
金
額
の
二
分
の
一

（
百
円
未
満
切
り
捨
て
）
▽
補

助
制
限
＝
一
世
帯
に
つ
き
二
台

※
機
種
や
販
売
店
の
指
定
は
な

く
な
り
ま
し
た
。

担
当　
　
　
　
　

資
源
対
策
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
６
５
９

5
０
４
６（
２
５
２
）７
６
１
６

1
０
４
６（
２
５
２
）７
６
７
５

5
０
４
６（
２
５
７
）７
７
４
３

助　成　額施　設　名

１基当たり１２，５００円雨水浸透ます

１㍍当たり６，５００円雨水浸透トレンチ

１平方㍍当たり５００円
浸透性アスファルト
舗装

１基当たり２５，０００円雨水貯留槽

　国道２４６号・旧大山街道沿いの地域の住民が集ま
り、道の歴史の調査などを通して交流を深めなが
ら、まちづくりに取り組もうとしている「大山街
道・Ｒ２４６地域間ネットワーク交流会」では、シン
ポジウム「みんなで楽しもう！大山街道」を開催
します。
　大山街道の歴史をより多くの皆さんに知ってい
ただくために開催されるこのシンポジウムに、ど
うぞお気軽にご参加ください。
○と　き　９月１３日（土）午後１時３０分～
○ところ　厚木市総合福祉センター（厚木市中町
　１－４－１）
○内　容　基調講演「矢倉沢往還（大山街道）の
　旅と歴史」など
○定　員　３０人（先着順）※座間市割り当て分
○参加費　無料
○申込方法　９月１日（月）までに電話で担当へ
担当　　 用地課1０４６（２５２）８５３７ 5０４６（２５５）３５５０

　去る７月２０日、入谷小学校において「第９回市消防団消防操法大会」が開催され
ました。
　消防団は、消火活動のほか火災予防の啓発・広報活動などを通して、地域防災に
重要な役割を果たしています。この消防団の皆さんが、日ごろの訓練の成果を発揮
する場として、隔年で開催されるこの大会。今年は市内の五つの分団１６部の消防団
から、小型ポンプ操法の部とポンプ車操法の部にそれぞれ８チームが出場し、操法
の「速さ、正確さ、節度」などを競い合
いました。
　審査の結果、表彰を受けたのは次の
チームです。
○小型ポンプ操法の部▼最優秀賞　第
　３分団第５部▼優秀賞　第２分団第
　２部▼優良賞　第１分団第３部
○ポンプ車操法の部▼最優秀賞　第
　５分団第１部▼優秀賞　第３分団第
　４部▼優良賞　第３分団第２部
担当　　　　　　　　消防本部総務課

1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

みんなで楽しもう！みんなで楽しもう！�

　　　　　　　　　　　　大山街道大山街道�

みんなで楽しもう！�

　　　　　　大山街道�
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　　　　消防操法大会　　　　消防操法大会�

第9回市消防団�

　　　　消防操法大会�
見事な操法演技
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担当　市民健康課 　 保健係� 046（252）7225 　 予防・医療係� 046（252）7213 　 リハビリ係　  046(252)7317 046（252）7043保� 予� リ�

保成人・老人健康相談

▽とき＝８月２１日（木）午前１０時～１１時３０分▽ところ
＝市民健康センター▽内容＝新しいお友達をつくりた
い保護者のための教室。赤ちゃんと楽しく遊ぶ▽対象
＝生後３カ月～４カ月児とその保護者▽定員＝先着３０
人▽持ち物＝母子健康手帳、バスタオル▽申込方法＝
電話予約

保なかよしベビークラス

▽とき＝９月９日（火）午前１０時～１０時４５分、午前１０
時４５分～１１時３０分▽ところ＝市役所１階市民健康課▽
内容＝健康全般についての栄養士・保健師による相談
▽持ち物＝健康手帳（お持ちでない方には当日発行）
▽申込方法＝電話予約

保個別健康相談

リ発達相談
▽とき＝９月５日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配について理学療法士による相談▽対象＝生後４カ月
～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

〇と　き　９月３日（水）午前１０時～１１時３０分
〇ところ　市民健康センター
〇内　容　体のつぼを覚えて、元気になるた
　めの体操をします　
〇講　師　市レクリエーション協会　佐藤節
　子さん
〇参加費　無料
〇持ち物　運動靴、タオル、筆記用具
〇参加方法　動きやすい服装で直接会場へ
〇主　催　健康ざま普及員連絡協議会
担当　　　　　　　　　　　　　市民健康課

1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３

　　　　　受付時間　診療場所電話番号診療科目

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３小児科
1０４６（２５２）９０９０内　科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分1０４６（２５２）８２１７歯　科
午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～４時３０分相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）1０４２（７５６）９０００耳鼻咽喉科
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。1０４６（２５１）０１１９外科・婦人科・眼科

救急診療

受付時間診療場所電話番号診療科目

月曜～金曜日　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３小児科

1０４６（２５２）９０９０内　科

午後６時～１０時（診療時間）消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。1０４６（２５１）０１１９外　科

診療時間診療場所電話番号診療科目

午後１０時～翌朝午前７時（重病の場合は午
前８時）

小児救急情報センター（左記）でご確認ください。1０４６（２５５）９９３３小児科

午後１０時～翌朝午前８時消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。1０４６（２５１）０１１９内科・外科

◆休日昼間

◆夜　間

◆深　夜

※聴覚障害者専用問い合わせ先 5０４６(２５１)５２６３

予

み
ん
な
の�

広
場�

〇
第
６
回
か
に
が
沢
公
園
納
涼

　

盆
踊
り

▽
と
き
＝
八
月
二
十
三
日（
土
）、

二
十
四
日（
日
）午
後
一
時
〜
九

時
▽
内
容
＝
イ
ベ
ン
ト
、
子
ど

も
盆
踊
り
（
午
後
六
時
〜
）、大

人
盆
踊
り
（
午
後
七
時
〜
）、花

　子育て情報誌「ざまっぷ」は、市内の公園マップや公
共施設の案内、託児所や保育園、医療機関一覧など、子
育てに必要な情報を満載した情報誌です。
　編集に当たっては、編集委員が中心となって企画や運
営を進め、地域の公園などの現地調査をしたり、掲載情
報の確認作業をしたりします。
　市では、子育て中の方だけでなく、パソコンやイラス
ト、編集作業に関心をお持ちの方で、この「ざまっぷ」
の企画から編集まで一緒に取り組んでいただける編集委
員を募集します。
〇募集人数　若干名
〇編集期間　９月～平成１６年３月まで（保育あり）
〇申込方法　９月１日（月）までに直接または電話かフ
　ァクスで担当へ
担当　　　 生涯学習課1０４６（２５２）８４７２ 5０４６（２５２）４３１１

　最近茨城県で、ヒ素に汚染された井戸水による
健康被害がありました。
　井戸水を利用している方は、次の点に注意し、
日ごろの管理や点検を心掛けてください。
〇井戸の周囲を清潔に保ち、塩素消毒や煮沸をし
　てから飲むようにしましょう。
〇定期的に水質検査を受けましょう。
〇飲む前には、色・味・匂いを確認しましょう。
〇異常を感じたら、保健所などに相談しましょう。
※化学物質によるわずかな汚染は、このような点
検では気付きにくいこともありますので、水道が
給水されている区域では、水道水を利用しましょ
う。
〇問い合わせ先　厚木保健福祉事務所（環境衛生
　課）1０４６（２２４）１１１１（代表）

と　き
対　象

ＢＣＧツベルクリン
８月２７日（水）８月２５日（月）４月１日～１５日生まれ
８月２８日（木）８月２６日（火）４月１６日～末日生まれ

▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～４歳
未満（なるべく１歳までに）
※ツベルクリン反応検査の結果、陰性の場合はＢＣＧ
を接種し、陽性の場合は再検査します。

予ツベルクリン反応検査とＢＣＧ

▽とき＝９月１１日（木）午前９時３０分～９時４５分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝むし歯予防
について▽対象＝１歳～１歳１カ月児（第１子に限る）
▽定員＝先着３０人▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブラシ
▽申込方法＝電話予約

保１歳児歯っぴいバースデー ( むし歯予防 ) 教室

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と
相談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

ところ受付時間と　き

市民健康センター午前９時３０分～１０時３０分８月２５日 (月 )

予献血へのご協力ありがとうございます
　５月１４日日産京浜サー
ビスセンター㈱労働組合、
５月２６日日産自動車㈱座
間事業所、６月２４日陸上
自衛隊座間分とん地、７
月１日東京コスモス電機
㈱、７月４日相武台前駅
前（座間ライオンズクラ
ブ主催）で合計３６６人の
方にご協力いただきまし
た。

火
大
会
（
二
十
四
日
午
後
八
時

四
十
五
分
〜
）
▽
問
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０
４
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５
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３
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▽
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０
１

〇
講
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異
年
齢
児
保
育
で

　
 
育 
ま
れ
る
も
の
」

は
ぐ
く

▽
と
き
＝
九
月
三
日（
水
）午
後

六
時
三
十
分
〜
八
時
三
十
分
▽

と
こ
ろ
＝
市
民
文
化
会
館
大
会

議
室
▽
内
容
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
ケ

ス
ト
ヘ
イ
市
在
住
の
、
幼
小
一

貫
教
育
実
践
校
校
長
コ
マ
ー
ロ

ミ
・
ジ
ュ
ン
ジ
さ
ん
の
講
演

（
通
訳
＝
大
熊
進
子
さ
ん
）
▽

参
加
費
＝
二
千
円
▽
定
員
五
十

人
（
先
着
順
）
▽
申
込
方
法
＝

八
月
三
十
一
日（
日
）ま
で
に
電

話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
わ
ら
べ

う
た
協
会
1
０
４
６（
２
２
３
）

６
３
１
７
へ

〇
大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説

　

明
会

　

大
学
通
信
教
育
を
実
施
し
て

い
る
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大

学
で
は
、
入
学
を
希
望
す
る
方

を
対
象
に
、
講
義
内
容
・
学
習

方
法
・
受
講
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
、
直
接
相
談
を
受
け
る

「
合
同
入
学
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
▽
と
き
＝
八
月
三
十

日（
土
）正
午
〜
午
後
五
時
▽
と

こ
ろ
＝
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
三
十

階
（
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一

－

六－

一
）
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
入
場
＝
自
由
▽
問
い
合
わ
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先
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（
財
）
私
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大
学
通
信
教

育
協
会
1
０
３（
３
８
１
８
）３

８
７
０

▽とき＝①８月２６日（火）②９月３日（水）▽ところ
＝①市民健康センター②市公民館▽申込方法＝電話予
約（大腸がんは検診日の７日前まで）

料金受付時間対　象検診

９００円男性：午前９時～９時１５分
女性：午前９時１５分～１１時
※午前９時～１１時

４０歳以上
胃

５００円大腸

６００円午前９時～１１時３０歳以上の
女性

子宮

３００円午前９時３０分～１１時
※午後１時～２時乳

※は、①８月２６日（火）市民健康センターの場合のみ

がん検診 保

予結核検診

▽対象＝１５歳以上▽申込方法＝直接会場へ

ところ受付時間と　き

新田宿・四ツ谷コミュニティセンター午前９時３０分～１１時８月２７日
（水） 市民健康センター午後１時～２時３０分

つぼ体操つぼ体操
～体のつぼを覚えて、もっと元気になろう！～～体のつぼを覚えて、もっと元気になろう！～

井戸水を利用される方へ井戸水を利用される方へ 子育て情報誌「ざまっぷ」編集委員募集子育て情報誌「ざまっぷ」編集委員募集

※電話を掛ける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

▽とき＝９月４日（木）午前１０時～１１時３０分▽ところ
＝市民健康センター▽内容＝離乳食の作り方・すすめ
方、子どもの発達や予防接種について▽対象＝５カ月
～６カ月児とその保護者▽持ち物＝母子健康手帳、離
乳食用スプーン▽申込方法＝電話予約

保赤ちゃん教室
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市
の
仕
事
の
中
で
、
皆
さ
ん
の
健
康
や
幸
福
に
関
す
る
事
務
を
担
っ
て
い
る
の
が
保
健
福
祉
部
で
す
。
保
健
福
祉
部
に
は
社

会
福
祉
課
、
高
齢
対
策
課
、
障
害
福
祉
課
、
児
童
課
、
市
民
健
康
課
、
国
保
年
金
課
の
六
課
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
保
健
福
祉
部
の
各
課
が
、
今
、
皆
さ
ん
に
最
も
お
伝
え
し
た
い
こ
と
を
ま
と
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
十
二
年
六
月
に
成
立
し

た
社
会
福
祉
法
第
百
七
条
に
お

い
て
、
市
町
村
は
地
域
福
祉
の

推
進
に
関
す
る
事
項
を
一
体
的

に
定
め
る
計
画
と
し
て
、
「
地

域
福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
地
域
に
お

け
る
生
活
上
の
問
題
や
課
題
は

何
か
、
ま
た
、
そ
の
解
決
の
た

め
に
自
ら
が
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ

く
な
ど
、
計
画
の
策
定
段
階
か

ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
主
体
的
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大

き
な
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
か
ら
お
伝
え
し
た
い
こ
と�
保
健
福
祉
部
か
ら
お
伝
え
し
た
い
こ
と�
保
健
福
祉
部
か
ら
お
伝
え
し
た
い
こ
と�
お
知
ら
せ
し
ま
す
！�

1
０
４
６(

２
５
２)

７
１
２
２�

5
０
４
６(

２
５
６)

３
６
０
０�

社
会
福
祉
課
か
ら�

【表１】所得段階一覧
年　額
保険料

保険料率所　得　区　分段　階

１７，２６０円
基準額×
０．４８

１．生活保護を受けている人
２．住民税が世帯全員非課税で老
　　齢福祉年金を受給している人

第１段階

２５，８９０円
基準額×
０．７２

１．住民税が世帯全員非課税の人第２段階

３５，９６０円
基準額×
１．００

１．住民税が本人非課税で世帯の
　　だれかに課税者がいる人

第３段階

４４，９５０円
基準額×
１．２５

１．住民税を課税されていて前年
　　の合計所得金額が２００万円未満
　　の人

第４段階

５３，９４０円
基準額×
１．５０

１．住民税を課税されていて前年
　　の合計所得金額が２００万円以上
　　６００万円未満の人

第５段階

６５，０９０円
基準額×
１．８１

１．住民税を課税されていて前年
　　の合計所得金額が６００万円以上
　　の人

第６段階

国（調整交付金国（調整交付金�
5％含む）％含む）�
（2525％）％）�

6565歳以上の歳以上の�
方の保険料方の保険料�
（1818％）％）�

県�
　　　（　　　（12.512.5％）％）�

4040歳～歳～6464歳�
の方の保険料の方の保険料�
（3232％）％）�

市（市（12.512.5％）％）�

国（調整交付金�
5％含む）�
（25％）�

65歳以上の�
方の保険料�
（18％）�

県�
　　　（12.5％）�

40歳～64歳�
の方の保険料�
（32％）�

市（12.5％）�

国は25％の負担分の
うち5％を使って、
75歳以上の高齢者の
比率が高い市区町村や、
所得が全国平均よりも
低い水準にある市区町
村の介護保険財政が不
足することのないよう、
調整交付金を交付しま
す。�

【グラフ１】　介護保険の財源

　

市
で
は
今
年
度
、
「
座
間
市

地
域
福
祉
計
画
（
仮
称
）
」
を

策
定
し
ま
す
。
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

去
る
六
月
七
日
に
「
地
域
福
祉

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
地
域
福
祉
」

と
い
う
考
え
方
を
多
く
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一
緒

に
考
え
る
機
会
に
し
て
い
た
だ

こ
う
と
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
策
定
の
基
礎
資
料
を

得
る
た
め
、
市
内
在
住
の
二
十

歳
以
上
の
方
の
中
か
ら
無
作
為

に
三
千
人
を
抽
出
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
域
に
お
け
る
福
祉
へ

の
関
心
や
要
求
、問
題
や
課
題
、

地
域
と
の
関
わ
り
合
い
な
ど
を

把
握
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

計
画
策
定
の
た
め
に
、
市
内

を
六
地
域
に
区
分
し
、
地
域
に

お
け
る
問
題
や
課
題
、
そ
の
解

決
方
法
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
検

討
し
て
い
く
「
地
域
福
祉
に
つ

い
て
の
市
民
懇
談
会
」
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
（
グ
ル
ー
プ
討
論
に
よ

っ
て
問
題
や
課
題
を
発
見
し
、

解
決
策
を
導
き
出
し
て
い
く
方

法
）
で
実
施
し
て
い
る
こ
の
懇

談
会
は
、
各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
五

回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

既
に
一
回
目
を
六
月
に
開
催
し

ま
し
た
が
、
今
後
は
福
祉
施
設

の
見
学
、
福
祉
活
動
グ
ル
ー
プ

と
の
交
流
、
地
域
の
特
色
・
問

題
・
課
題
の
検
討
、
問
題
・
課

題
に
対
す
る
解
決
策
の
検
討
を

し
た
上
、
最
後
に
意
見
な
ど
を

取
り
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

開
催
の
詳
細
は
、
今
後
の
本
紙

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を

必
要
と
す
る
方
を
社
会
全
体
で

支
え
る
た
め
に
、
平
成
十
二
年

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。

介
護
保
険
の
財
源
は
、
四
十
歳

以
上
の
方
が
納
め
る
保
険
料
と

公
費
（
国
・
県
・
市
）
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ

１
参
照
）。

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
五
年

を
一
期
と
す
る
「
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
、
三
年
ご
と
に
定

め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
（
在
宅

サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
が

ど
の
程
度
必
要
で
あ
る
か
な
ど
）

と
六
十
五
歳
以
上
の
方
（
第
一

号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
を
定

め
る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
第
一

期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成

十
二
年
度
〜
十
六
年
度
）
を
策

定
し
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
平
成
十
五
年
度
か

ら
の
第
二
期
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
に
伴
い
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
水
準
の
見
直
し
と
六
十
五
歳

以
上
の
方
の
保
険
料
な
ら
び
に

所
得
段
階
（
五
段
階
か
ら
六
段

階
に
）
を
変
更
し
ま
し
た
（
表

１
参
照
）。

　

六
十
五
歳
以
上
の
方
の
保
険

料
は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
十

七
年
度
ま
で
の
介
護
に
要
す
る

三
年
分
の
総
費
用
に
基
づ
き
決

め
ら
れ
ま
す
の
で
、
市
町
村
に

よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
介
護
に
要
す
る
費
用
が
多

け
れ
ば
高
く
、
少
な
け
れ
ば
低

く
設
定
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
見

直
し
で
全
国
平
均
の
基
本
月
額

は
、
三
千
二
百
九
十
三
円
で
一

三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
ア
ッ
プ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
の
場

合
は
、
二
千
九
百
九
十
七
円
で

五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
ア
ッ
プ

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
五
年

度
の
当
初
賦
課
に
お
け
る
所
得

段
階
別
第
一
号
被
保
険
者
総
数

は
一
万
六
千
四
百
十
六
人
に
、

保
険
料
総
額
は
六
億
一
千
二
百

九
十
二
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
２
参
照
）。

　

保
険
料
は
介
護
保
険
制
度
を

支
え
る
重
要
な
財
源
で
す
。
特

別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料

を
納
め
ず
滞
納
し
て
い
る
場
合
、

滞
納
の
期
間
に
応
じ
て
次
の
よ

う
な
給
付
制
限
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

①
一
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

と
き
、
い
っ
た
ん
費
用
の
全
額

を
自
己
負
担
し
、
後
で
市
か
ら

九
割
相
当
分
の
払
い
戻
し
を
受

け
る
「
償
還
払
い
」
に
支
払
い

方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

②
一
年
六
カ
月
以
上
滞
納
し
た

場
合

　

償
還
払
い
に
な
っ
た
給
付
費

（
九
割
）
の
一
部
ま
た
は
全
部

を
、一
時
的
に
差
し
止
め
ま
す
。

な
お
滞
納
が
続
く
場
合
に
は
、

差
し
止
め
た
額
か
ら
保
険
料
を

差
し
引
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
二
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

　

介
護
保
険
料
の
未
納
期
間
に

応
じ
て
、
本
来
一
割
で
あ
る
利

用
者
負
担
を
三
割
に
引
き
上
げ

た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

を
差
し
止
め
た
り
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
理
由
で
介
護
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
保
険
料
の
減
免
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

①
災
害
な
ど
に
よ
り
住
宅
な
ど

に
著
し
い
損
害
を
受
け
た
場
合
。

②
世
帯
の
生
計
を
主
に
維
持
す

る
人
が
、
死
亡
し
た
り
長
期
入

院
し
た
り
し
て
、
著
し
く
収
入

が
減
少
し
た
場
合
。

③
世
帯
の
生
計
を
主
に
維
持
す

る
人
が
、
失
業
な
ど
に
よ
り
著

し
く
収
入
が
減
少
し
た
場
合
。

　

ま
た
、
減
免
の
対
象
と
な
る

方
は
、
平
成
十
四
年
中
の
収
入

が「
生
活
保
護
基
準
以
下
」で
あ

る
こ
と
の
ほ
か
に
、
次
の
す
べ

て
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

①
介
護
保
険
料
第
一
段
階
（
生

活
保
護
受
給
者
を
除
く
）
ま
た

は
第
二
段
階
の
方
。

②
当
該
年
度
の
前
年
度
以
前
の

保
険
料
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

③
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い

こ
と
。

④
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
世
帯
員
の
預
貯
金
の
合
計
額

は
、
世
帯
員
一

人
に
つ
き
七
十

五
万
円
と
し
、

世
帯
構
成
員
が

一
人
増
す
ご
と

に
三
十
五
万
円

を
加
算
し
た
額

の
範
囲
内
で
あ

る
こ
と
。

⑥
世
帯
員
の
居

住
用
に
供
す
る

以
外
の
土
地
ま

た
は
家
屋
を
所

有
し
て
い
な
い

こ
と
。

　

市
で
は
、
障
害
者
福
祉
の
充

実
を
目
指
し
、
障
害
が
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
豊
か
で
生
き

が
い
に
満
ち
た
地
域
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民

・
民
間
・
行
政
な
ど
が
協
力
し

て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
参

加
に
よ
る
心
豊
か
な
生
活
を
確

保
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、

国
や
県
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
も

展
開
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
端
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
国
や
県
の
制

度
に
お
け
る
市
の
役
割
と
費
用

負
担
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
手
当
は
国
の
制
度

で
す
。
国
が
障
害
状
況
や
所
得

に
応
じ
て
対
象
者
を
定
め
て
い

ま
す
が
、
給
付
額
の
四
分
の
一

は
市
の
義
務
的
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
十
三
年
度
の
実

績
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。
こ

れ
ら
に
は
、
市
費
と
し
て
年
間

三
百
三
十
七
万
三
千
円
余
の
負

担
を
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
た
め
の
施
設
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
状
況
に
応
じ

た
治
療
お
よ
び
訓
練
と
生
活
・

作
業
指
導
を
受
け
る
た
め
の
も

の
で
す
。
障
害
者
の
自
立
な
ど

を
目
的
に
施
設
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

施
設
の
規
模
と
種
別
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
月
額
単
価
を
施
設

に
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

負
担
割
合
は
、国
が
二
分
の
一
、

市
が
二
分
の
一
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
成
十
三
年
度
の
実

績
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。
こ

れ
ら
は
法
律
に
基
づ
く
制
度
で

す
が
、
市
費
と
し
て
年
間
一
億

五
千
九
百
八
十
四
万
二
千
円
余

を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
も
法
律
に
基
づ
く
国

の
制
度
で
す
が
、
給
付
な
ど
に

伴
う
費
用
の
二
分
の
一
を
国
が

負
担
し
、
二
分
の
一
を
市
が
負

担
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
三
年

度
の
実
績
は
表
４
の
と
お
り
で

す
。
こ
れ
ら
に
は
、
市
費
と
し

　

こ
の
制
度
は
県
の
事
業
で
す

が
、
基
本
的
補
助
金
の
二
分
の

一
を
県
が
負
担
し
、
二
分
の
一

と
付
加
価
値
分
を
市
が
負
担
し

て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
平
成
十

三
年
度
実
績
と
し
て
は
、
八
千

七
百
十
八
万
円
余
の
障
害
者
地

域
作
業
所
運
営
費
補
助
を
し
て

い
ま
す
。
内
訳
は
、
県
が
四
千

九
十
一
万
五
千
円
余
で
四
六
・

九
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
負
担
と
な

り
、
市
が
四
千
六
百
二
十
六
万

五
千
円
余
で
五
三
・
〇
七
パ
ー

セ
ン
ト
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

保
育
園
は
子
育
て
を
し
て
い

る
親
を
支
援
す
る
た
め
、
保
育

士
に
よ
る
育
児
相
談
を
随
時
実

施
し
て
い
ま
す
。
園
庭
開
放
も

各
保
育
園
で
毎
週
定
め
た
曜
日

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
時
保
育
事
業
と
し
て
、
保
育

園
に
入
園
し
て
い
な
い
子
ど
も

の
保
育
を
実
施
し
て
い
る
保
育

園
も
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
（
表

５
参
照
）。

【
保
育
料
の
し
く
み
】

　

認
可
保
育
園
の
保
育
料
は
、

前
年
の
所
得
税
額
、
前
年
度
の

市
町
村
民
税
額
、
入
園
児
童
の

年
齢
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
市
立
保
育
園
も
私
立
保

育
園
も
全
く
同
じ
金
額
で
す（
延

長
保
育
料
は
園
に
よ
っ
て
異
な

る
）
。

　

保
育
料
は
生
活
保
護
世
帯
や

母
子
家
庭
な
ど
で
の
非
課
税
世

帯
を
除
き
、
三
歳
児
未
満
は
三

千
四
百
円
か
ら
六
万
一
千
円
、

三
歳
児
は
二
千
四
百
円
か
ら
三

万
五
千
百
円
、
四
歳
児
以
上
は

二
千
四
百
円
か
ら
二
万
九
千
九

百
円
ま
で
の
間
の
二
十
段
階
で

設
定
さ
れ
た
金
額
と
な
っ
て
い

ま
す
（
給
食
・
お
や
つ
代
を
含

む
。
兄
弟
入
所
な
ど
の
場
合
は

減
額
制
度
あ
り
）
。

　

平
成
十
四
年
度
の
決
算
見
込

み
か
ら
見
た
保
育
園
運
営
の
総

経
費
は
、
市
立
、
私
立
合
わ
せ
　

子
育
て
に
不
安
は
付
き
物
で

　

子
連
れ
で
自
由
に
行
け
て
安

心
し
て
遊
べ
る
場
所
。
子
育
て

の
相
談
が
で
き
て
子
育
て
の
情

報
が
得
ら
れ
る
場
所
。
そ
れ
が

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

就
学
前
の
親
子
の
利
用
が
原
則

で
す
が
、
予
約
の
必
要
は
な
く

無
料
で
す
。お
も
ち
ゃ
や
絵
本
、

畳
の
コ
ー
ナ
ー
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
ソ
フ
ァ
、

授
乳
ス
ペ
ー
ス
や
相
談
室
も
あ

り
ま
す
。相
談
事
が
な
く
て
も
、

子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

自
由
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
で
も

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

【
所
在
地
】

サ
ン
・
ホ
ー
プ
（
東
原
二
丁
目

八
ノ
一
）
二
階

【
開
所
日
時
】

毎
週
月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
お

よ
び
第
三
月
曜
日
の
午
後
を
除

く
）午
前
十
時
〜
午
後
三
時（
相

談
は
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
）

【
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
】

1
5
０
４
６（
２
５
４
）２
６
３

４

　

働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
、
育
児
と
仕
事
を
両
立
さ

せ
た
い
方
を
支
援
す
る
た
め
の

会
員
制
の
組
織
で
す
。
子
育
て

の
援
助
を
受
け
た
い
方
（
利
用

会
員
）
と
、
援
助
を
し
た
い
方

（
協
力
会
員
）が
会
員
と
な
り
、

会
員
相
互
に
よ
る
育
児
の
援
助

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
会
員
は
援
助
活
動
に
対

し
協
力
会
員
に
利
用
料
を
直
接

支
払
い
ま
す
。
利
用
料
は
三
十

分
四
百
五
十
円
（
母
子
家
庭
な

ど
で
障
害
の
あ
る
児
童
は
二
百

二
十
五
円
）
で
す
。
兄
弟
の
二

人
目
は
半
額
と
な
り
ま
す
。

　

会
員
の
入
会
申
し
込
み
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。現
在
、

協
力
会
員
が
利
用
会
員
に
比
べ

て
少
な
く
、
利
用
会
員
の
期
待

に
こ
た
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
協
力
会
員
へ
の

申
し
込
み
を
特
に
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

【
援
助
活
動
時
間
】

午
前
六
時
三
十
分
〜
午
後
九
時

の
う
ち
の
必
要
な
時
間

【
申
し
込
み
先
】

市
社
会
福
祉
協
議
会
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
事
務
局
（
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

1
０
４
６（
２
６
６
）２
０
０
３

【
申
し
込
み
日
時
】

毎
週
月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
前
八
時
三
十
分
〜
午

後
五
時

※
申
し
込
み
や
説
明
を
受
け
た

い
場
合
な
ど
は
、
事
前
に
電
話

し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
６
面
に
続
く
）

市
民
参
加
で
つ
く
る

市
民
参
加
で
つ
く
る

地
域
福
祉
計
画

地
域
福
祉
計
画

座
間
市
地
域
福
祉
計
画

座
間
市
地
域
福
祉
計
画

の
策
定
に
向
け
て

の
策
定
に
向
け
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

市
民
懇
談
会

市
民
懇
談
会

皆
で
支
え
る
介
護
保
険

皆
で
支
え
る
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
見
直

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
見
直

し
に
よ
り
保
険
料
が

し
に
よ
り
保
険
料
が

変
わ
り
ま
し
た

変
わ
り
ま
し
た

保
険
料
滞
納
に
対
す
る

保
険
料
滞
納
に
対
す
る

措
置
措
置

保
険
料
の
減
免

保
険
料
の
減
免

障
害
児
福
祉
手
当
・
特

障
害
児
福
祉
手
当
・
特

別
障
害
者
手
当
・
経
過

別
障
害
者
手
当
・
経
過

的
福
祉
手
当

的
福
祉
手
当

身
体
障
害
者
・
知
的
障

身
体
障
害
者
・
知
的
障

害
者
の
施
設
入
所
（
通

害
者
の
施
設
入
所
（
通

所
も
含
む
）

所
も
含
む
）

更
生
医
療
・
進
行
性
筋

更
生
医
療
・
進
行
性
筋

萎
縮
症
・
補
装
具
・
日

萎
縮
症
・
補
装
具
・
日
常常

生
活
用
具
の
給
付
な
ど

生
活
用
具
の
給
付
な
ど

障
害
者（
身
体
・
知
的
・
精

障
害
者（
身
体
・
知
的
・
精

神
障
害
者
）地
域
作
業
所

神
障
害
者
）地
域
作
業
所

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い

保
育
園

保
育
園

電
話
で
お
気
軽
に
！

電
話
で
お
気
軽
に
！

子
育
て
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

子
育
て
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

働
く
方
の
子
育
て
を

働
く
方
の
子
育
て
を

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
事
業

市負担額市負担額�
5454％�
69,20669,206円�
�

国県負担額国県負担額�
2929％�
36,80936,809円�
�

保護者負担額保護者負担額�
1717％�
22,18722,187円�
�

保護者負担額�
17％�
22,187円�
�

一人当たり平均月額費用一人当たり平均月額費用�
128,202128,202円�

�

一人当たり平均月額費用�
128,202円�

�

国県負担額�
29％�
36,809円�
�

市負担額�
54％�
69,206円�
�

（人）� （万円）�

【グラフ２】�所得段階別第１号被保険者数と保険料額�

第１段階�第２段階�第３段階�第４段階� 第６段階�第５段階�

被保険者数�
保険料額�◆�

０� ０

１０００�

２０００�

３０００�

４０００�

５０００�

６０００�

５０００

１００００�

１５０００�

２００００�

２５０００�

◆�

◆�

◆�

◆� ◆�

◆�

４５２�

５０３０�

５５９９�

２７２１�
２３１４�

４８９�
２６３�

１２９６０�

２００８４�

４５２�

２７２１�
２３１４�

４８９�

１２９６０�

２００８４�

１２１８０�
１２４４３�

３１７３�

【表２】平成１３年度実績
金　額延べ人数手当の種類

４，１３４，６３０円２８３人障 害 児 福 祉 手 当

７，４１３，３６０円２７６人特 別 障 害 者 手 当

１，９４３，１３０円１３３人経 過 的 福 祉 手 当

【表３】平成１３年度実績
金　額延べ人数施設数

９５，２２５，０６５円３４４人８施設身体障害者施設

２２４，４５８，０１６円９０９人４４施設知的障害者施設

【表４】平成１３年度実績
金　額延べ件数給付種目

２，３８３，５１５円６６件更 生 医 療 給 付

１１，１０４，１４０円３６件進行性筋萎縮症医療給付
３１，２２４，３９７円９４３件補装具交付・修理

４，０１１，５２９円５６件日常生活用具給付

【表５】園庭開放実施保育園
園庭開放日時など電話番号所在地保育園名

木曜日午前９時～１１時1０４６（２５１）１０４４栗原中央６－５－２８栗原市立認可保育園
水曜日午前９時３０分～正午1０４２（７４３）２２００相模が丘５－１２－３６相模が丘東
水曜日午前９時３０分～１１時1０４６（２５１）２２０２四ツ谷８３５ちぐさ
水曜日午前９時３０分～１１時1０４６（２５２）０７６３緑ヶ丘６－３－１６緑ヶ丘
水曜日午前９時３０分～１１時1０４６（２５１）５５６４東原４－１２－１８東原
水曜日午前９時３０分～正午1０４６（２５３）２５２３相武台３－４７７０－４相武台
火曜日午前９時３０分～１１時1０４６（２５４）９３３８ひばりが丘２－５８－１ひばりが丘
水曜日午前９時３０分～１１時1０４６（２５５）６６７１小松原１－２９－８小松原
月３回（不定期）午前９時３０分～１１時1０４６（２５５）２１００相模が丘２－４３－４１相模が丘西
水曜・土曜日午前９時３０分～１１時1０４６（２５１）６７７６座間１－３２８１わかば私立
月曜～金曜日午前１０時～１１時３０分1０４６（２５１）０３５５入谷５－１８０３－３座間
月曜～金曜日午前１０時～１１時３０分1０４６（２５１）５５４４立野台２－２６－８やなせ
第１・第３水曜日午前１０時～１１時３０分、一時保育実施1０４６（２５３）２７８４さがみ野１－８－２５座間子どもの家
火曜・水曜日午前９時３０分～１１時1０４６（２５５）８６９１緑ヶ丘４－１６－１６あゆみ
火曜日、第１・第３土曜日午前１０時～１１時３０分1０４６（２５４）５７７２緑ヶ丘１－２６－６いその
第１・第３木曜日午前９時３０分～１１時1０４６（２５５）３６１６広野台１－３２－３広野台
水曜日午前９時３０分～１１時1０４６（２５４）１９２９東原１－６－３０栗の実
なし1０４６（２９８）２５５５入谷４－２７６５－１８座間すこやか
随時（要予約）、一時保育実施1０４６（２５５）７０８７南栗原１－４－２麦っ子畑届出保育施設

【グラフ３】　

1
０
４
６(
２
５
２)

７
７
１
９�

5
０
４
６(

２
５
２)

８
２
３
８�

高
齢
対
策
課
か
ら�

1
０
４
６(

２
５
２)

７
１
３
２�

5
０
４
６(

２
５
２)

７
０
４
３�

障
害
福
祉
課
か
ら�

1
０
４
６(

２
５
２)

７
２
０
２�

5
０
４
６(

２
５
２)

７
０
４
３�

児
童
課
か
ら�

て
年
間
二
千
四
百
三
十
六
万
二

千
円
余
の
負
担
を
し
て
い
ま
す
。

す
。
一
人
で
悩
ん
で
い
な
い
で

気
軽
に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
相
談
先
を

紹
介
し
た
り
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
匿
名
で
も
大
丈
夫
で
す
。
少

し
ゆ
と
り
を
持
っ
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
て
楽
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
相
談
電
話
番
号
】

1
０
４
６（
２
５
５
）０
５
０
０

【
相
談
日
時
】

毎
週
火
曜
・
木
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
前
九
時
〜
十
一
時
三

十
分
、
午
後
一
時
〜
三
時
三
十

分

て
約
十
八
億
九
千
二
百
九
十
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

月
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
園

児
一
人
を
保
育
す
る
た
め
の
平

均
費
用
は
お
よ
そ
十
二
万
八
千

円
で
す
。
そ
の
財
源
は
、
保
護

者
負
担
額
（
保
育
料
）
、
国
・

県
負
担
額
お
よ
び
市
負
担
額
と

な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
３
参

照
）
。

いしゅく

い
し
ゅ
く

い
し
ゅ
く



  ZAMA

広報ざま【座間市のお知らせ】No.６９４　　平成１５年（２００３年）８月１５日●６ 

　

市
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
検
診
、

各
種
教
室
や
相
談
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
予
防

事
業
は
、
疾
病
に
な
ら
な
い
た

め
の
大
切
な
施
策
で
す
の
で
、

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

過
去
五
年
間
に
お
け
る
基
本
健

診
と
が
ん
検
診
に
掛
か
っ
た
費

用
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す（
表

６
〜
９
、グ
ラ
フ
４
・
５
参
照
）。

効
率
よ
く
受
診
し
て
い
た
だ
き
、

自
ら
の
健
康
は
自
ら
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

に
よ
り
、
わ
が
国
の
国
民
医
療

費
は
毎
年
約
一
兆
円
づ
つ
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

経
済
の
低
迷
に
よ
り
保
険
料
収

入
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
を
は

じ
め
各
医
療
保
険
制
度
は
大
幅

な
赤
字
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
特

に
老
人
医
療
費
は
、
受
給
対
象

者
の
急
増
も
あ
り
国
民
医
療
費

全
体
の
約
四
割
、
十
兆
円
を
占

め
る
な
ど
、
医
療
保
険
財
政
を

圧
迫
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
医
療
保
険
制
度
の
安
定
的

運
営
の
た
め
に
は
、
抜
本
的
・

総
合
的
な
改
革
が
必
要
と
さ
れ
、

老
人
医
療
も
昨
年
十
月
に
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
老
人
医
療
の
受
給
対
象
年
齢

　

が「
七
十
歳
以
上
」か
ら
「
七

　

十
五
歳
以
上
」
に
段
階
的
に

　

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

　

り
ま
し
た
。

○
老
人
医
療
の
一
部
負
担
金
は

　

原
則
一
割
負
担
で
、
一
定
以

　

上
の
所
得
が
あ
る
方
は
二
割

　

負
担
と
な
り
ま
し
た
。

○
最
終
的
な
負
担
額
が
過
重
に

　

な
ら
な
い
よ
う
に
高
額
医
療

　

費
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
け
る
老
人
医
療
費

の
現
況
は
、
平
成
十
四
年
度
の

決
算
見
込
み
で
六
十
三
億
六
千

六
百
九
万
円
で
す
。
ま
た
、
一

人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
七
十

万
三
千
四
十
七
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
昨
年
度
と
比
べ

て
み
る
と
、
医
療
費
全
体
で
は

二
億
七
百
七
十
三
万
円
、
三
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
て
い
ま
す

　

急
速
な
人
口
の
高
齢
化
な
ど

　

市
で
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

小
児
を
対
象
に
医
療
費
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年
十
月

に
は
、
小
児
医
療
助
成
の
通
院

対
象
年
齢
を
四
歳
未
満
ま
で
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

助
成
制
度
を
新
た
に
開
始
す
る

な
ど
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド

・
ビ
ル
ド
を
基
本
と
し
て
常
に

事
業
の
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

各
助
成
事
業
の
平
成
十
四
年
度

決
算
見
込
み
は
表　

〜　

の
と

１１

１３

お
り
で
す
。

1
０
４
６(

２
５
２)

７
０
０
３�

5
０
４
６(

２
５
２)

７
０
４
３�

国
保
年
金
課
か
ら�

　

保
険
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

総
医
療
費
の
一
部
（
一
割
〜
三

割
。年
齢
な
ど
に
よ
り
異
な
る
）

の
負
担
で
診
療
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
表　

の
場

１４

合
な
ど
に
は
、
医
療
費
な
ど
の

払
い
戻
し
や
病
院
窓
口
で
の
自

己
負
担
額
の
減
額
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
書
類
と
保
険

証
、
印
、
振
込
口
座
が
確
認
で

き
る
物
を
お
持
ち
の
上
、
国
保

年
金
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

七
十
歳
以
上
の
方
（
老
人
医

療
対
象
者
を
除
く
）
が
入
院
し

た
と
き
は
、
世
帯
所
得
に
応
じ

増
え
続
け
る
老
人

増
え
続
け
る
老
人

医
療
費

医
療
費

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
費
助

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
費
助

成
制
度
を
実
施

成
制
度
を
実
施

国
民
健
康
保
険
の

国
民
健
康
保
険
の

主
な
給
付

主
な
給
付

高
齢
受
給
者
証
が
交
付

高
齢
受
給
者
証
が
交
付

さ
れ
て
い
る
方
へ
の

さ
れ
て
い
る
方
へ
の

ご
注
意

ご
注
意

て
病
院
窓
口
で
の
自

己
負
担
限
度
額
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
割
負
担
の

方
で
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
場
合
、
申
請

に
よ
り
病
院
窓
口
で

の
自
己
負
担
限
度
額

と
入
院
時
食
事
負
担

額
が
さ
ら
に
減
額
さ

れ
ま
す
。
該
当
す
る

方
は
「
限
度
額
適
用

・
標
準
負
担
減
額
認

定
証
」
の
申
請
が
必

要
で
す
。
保
険
証
、

高
齢
受
給
者
証
、
印

を
お
持
ち
の
上
、
国

保
年
金
課
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【表１０】老人医療受給者の状況（７月１日現在）
７，９７１人１割負担者
９３１人２割負担者

８，９０２人合　計

【表１１】高齢者医療費助成
合計一人暮らし６７歳～６９歳※
２，６９８人１００人２，５９８人人数

１５５，０５４，４６２円１，４８７，９９４円１５３，５６６，４６８円金額
一人当たりの助成額　５７，４７０円

※平成１４年１０月１日制度廃止。以後受給者が７０歳到
達まで助成。

【表１２】障害者医療費助成
合計両該当知的障害身体障害
２，２５４人５６人２９９人１，８９９人人数

２８０，６９２，５４９円金額
一人当たりの助成額　１２４，５３１円

【表１３】小児医療費助成
合計入院（１歳～１５歳）０歳～３歳
４，３８１人１４１人４，２４０人人数

８７，３６８，３５９円５，２３８，７５１円８２，１２９，６０８円金額
一人当たりの助成額　１９，９４３円

【表１４】
申請に必要な物給付の内容こんなとき

○診療（調剤）内容の 
　明細書
○支払った費用の領収
　明細書
○海外で診療を受けた
　場合は上記各書類の
　翻訳文療養費の支給

審査で決定した総医療費の
７割（７０歳以上の方は８割
または９割）を支給

国民健康保険を扱
っていない病院や
旅先（海外を含む）
で急病になり、保
険証を持たずに診
療を受けたとき

○医師の診断書（意見書）
○支払った費用の領収
　書（内訳が記載され
　ている物）

コルセットなどの
補装具を作ったと
き

○医師の同意書
○施術内容の明細書
○支払った費用の領収
　書

はり・きゅう、マ
ッサージなどの施
術を受けたとき

○入院費用の領収書　
　（過去１２カ月で９０日 
　を超える入院がある
　場合）

入院時食事負担額の減額
標準で１日７８０円の負担額が
１日６５０円、５００円または３００
円に減額（世帯収入、入院
日数、年齢により異なる。
「標準負担額減額認定証」
の交付申請が必要）

住民税非課税世帯の
方が入院し、食事代
を負担するとき（７０
歳以上の方は本文中
の「高齢受給者証が
交付されている方へ
のご注意」もご覧く
ださい）

○郵送された支給申請
　書
○支払った費用の領収
　書

高額療養費の支給
自己負担限度額（※１）を超
えた額を支給（該当者には
診療を受けた２カ月から３
カ月後に支給申請書を郵送）

入院などで高額な医
療費を負担したとき
（自費診療分や食事
代、差額ベッド代な
どは除く）

○医師の証明書

特定疾病による高額療養費
の支給
一つの医療機関での一月の
自己負担限度額は１０，０００円
（「特定疾病療養受療証」の
交付申請が必要）

厚生労働大臣が指
定する特定疾病（人
工透析が必要な慢
性腎不全など）の
治療を受けるとき

○母子健康手帳（死産
　などについて医師の
　証明など）

出産育児一時金の支給（※２）
３０万円を支給（８５日以降の
死産、流産でも支給）

出産したとき

○死亡が確認できる物葬祭費の支給
喪主に８万円を支給死亡したとき

※１自己負担限度額は、年齢、世帯所得、医療費の額、１年以内の
高額療養費該当回数などにより異なります。また、所得が少ないな
どの理由で高額な自己負担額を負担することが困難な場合に負担を
緩和する制度（委任払制度）があります。
※２出産した病院に支給金を直接振り込むこともできます。

（
５
面
か
ら
続
く
）

【表６】がん検診受診者と検診費の推移
検診費受診率受診者数対象者数年　度

３１，９８９，０００円７．１％８，８３０人１２４，５３１人平成１０年度
３０，３０８，９４１円６．１％７，７３９人１２７，６８２人平成１１年度
３２，１３９，９６１円６．４％８，３３８人１３０，７７６人平成１２年度
３６，４４９，９５２円７．３％９，７５０人１３３，１７４人平成１３年度
３８，５４０，３７５円７．５％１０，２８９人１３５，９６０人平成１４年度

【表７】基本健診受診者と健診費の推移
健診費受診率受診者数対象者数年　度

１１５，１５６，４２８円３２．１％７，３３６人２２，８５１人平成１０年度
１２９，１９５，７７１円３４．１％８，０１３人２３，７００人平成１１年度
１４０，２８２，７６４円３６．８％８，７９２人２３，９００人平成１２年度
１５６，５３６，０２８円３９．９％９，６９６人２４，２９６人平成１３年度
１７２，６４４，３４８円４２．８％１０，４６２人２４，７８１人平成１４年度

【表８】各種健診の一人当たりの費用
個人負担一人当たりの健診費区　分
２，０００円１７，１２５円必　須基本健

康診査 ３００円４，１１０円眼科眼底
１，０００円５，２５０円成人歯科健康診査

【表９】各種検診の一人当たりの検診費
個人負担一人当たりの検診費区　分
８００円４，０３２円読　影肺がん検診
９００円４，９８２円胃がん検診
５００円１，６３４円大腸がん検診
３００円３，００４円乳がん検診
６００円４，１４６円子宮がん検診

１，７００円７，６５４円子宮がん（施設）頚部検診
２，５００円１３，５０５円子宮がん（施設）頚部＋体部検診
１，０００円１０，３２１円Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検診
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市
民
健
康
課
か
ら�

が
、一
人
当
た
り
医
療
費
で
は
、

一
万
五
千
四
百
六
十
四
円
、
二

・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
、

医
療
費
の
増
加
は
主
に
受
給
者

の
増
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す（
表　

、グ
ラ
フ
６
・
７
参
照
）。

１０

　

今
後
、
本
市
の
老
人
医
療
費

は
制
度
改
正
な
ど
に
よ
り
微
増

で
推
移
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
備
え
る
た
め
、
医
療
費

の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
、
老

人
保
健
特
別
会
計
の
円
滑
な
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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○と　き　８月２９日～９月４日午前
　９時～午後５時
○ところ　市民文化会館（ハーモニ
　ーホール座間）ギャラリー
○内　容　世界１１１の国や地域と県
　内から寄せられた３８，００８点の作品
　の中から選ばれた入賞作品約１５０
　点の児童画を展示
担当　　　　　　　　　　　渉外課

1０４６（２５２）８３０７ 5０４６（２５５）３５５０

　計量法に基づき、商取引や証明に
使用する計量器の検査を下表のとお
り実施します。適正な取り引きのた
めに「はかり」を使用する商工業者
は、必ず受検してください。
　なお、学校・保育園・病院などの
体重計も検査の対象となります。
○ところ　市役所地下２階駐車場
○受付時間　午前１０時～正午、午後
　１時～３時

※受検できない場合は、担当までご
連絡ください。
担当　　　　　　　　　　　産業課

1０４６（２５２）７６０４ 5０４６（２５２）７６１６

　市では、障害者を対象としたスポ
ーツ教室を毎月１回開催します。運
動不足の解消や交流の場として、多
くの皆さんの参加をお待ちしていま
す。
○と　き　９月１０日午後１時～３時
○ところ　市民体育館（スカイアリ
　ーナ座間）３階大体育室
○申込方法　直接・電話・ファクス
　で担当へ
※①傷害保険に加入していますが、
　免責事項や保険の支払額を超える
　場合は、自己負担となります。
　②送迎や身体介護はしません。
担当　　　　　　　　　障害福祉課

1０４６（２５２）７１３２ 5０４６（２５２）７０４３

　市聴覚障害者協会では、市からの
委託により手話経験のない方を対象
とした手話講習会を開催します。
○と　き　１０月７日～平成１６年３月
　３０日の毎週火曜日午後７時～９時
　（年末年始を除く全２３回）
○ところ　総合福祉センター（サニ
　ープレイス座間）
○対　象　初めて手話を習う市内在
　住・在勤者

第１２回カナガワビエンナーレ
国際児童画展巡回展

○受講料　３０００円（テキスト代など）
○申込方法　往復はがきに住所、氏
　名、電話番号を記入の上、９月５
　日（必着）までに〒２２８－００２１市内
　緑ヶ丘４－５－３座間市聴覚障害
　者協会渡辺和雄あて郵送
担当　　　　　　　　　障害福祉課

1０４６（２５２）７１３２ 5０４６（２５２）７０４３

○と　き　９月９日午前９時～正午
　（午前８時５０分～受け付け）
○ところ　市民体育館（スカイアリ
　ーナ座間）ミーティングルーム
○内　容　応急手当の重要性、心臓
　マッサージ、人工呼吸法ほか
○持ち物　筆記用具
○定　員　３０人（先着順）
○申込方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　消防署管理室

1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

　市青少年問題協議会では、善い行
いをした青少年に対して、ほう賞を
実施しています。
○対　象　２５歳未満の市内在住・在
　勤・在学者で、次のいずれかの行い
　をした方①隣人・友人などに対す
　る援助や善行②福祉施設や社会的
　弱者への訪問、激励、介護などの奉
　仕または金品の寄付③子ども会の
　指導、年少者の教育・指導、非行少
　年の補導④防犯・防火、人命救助、
　救急看護⑤家庭または親族間での
　善行・倹約⑥清掃美化などの環境
　衛生活動⑦交通整理、水難防止な
　どの事故防止活動⑧その他の善行
○推薦方法　担当に備え付けの「候
　補者推薦書」に必要事項を記入の
　上、１０月８日（水）までに担当へ
※推薦内容を慎重に審査の上、１１月
２９日（土）に開催する「青少年健全
育成大会」で表彰します。
担当　　　　　　　　　　青少年課

1０４６（２５３）８４１５ 5０４６（２５９）２１６３

　市障害者団体連合会では、市内在
住の障害者を対象に次の事業を実施
します。なお、参加はいずれか一事
業のみとなります。
【障害者激励入湯会】
○と　き　９月１８日～１９日、９月２８
　日～２９日（１泊２日）
○ところ　ホテル観山（湯河原温泉）
○負担金　３０００円（介護者も同額）
○申込方法　８月２５日までに担当へ
※リフトバスも用意しています。
【障害者日帰りバス旅行】
○と　き　１０月４日（土）、１０日（金）
　（午前７時３０分市役所出発）
○ところ　東京ディズニーシー
○負担金　２０００円（介護者も同額）
○申込方法　９月１２日までに担当へ
【腎機能障害者入浴券配布事業】
○配布物　相模健康センター入浴券
○負担金　一人２０００円
○申込方法　９月３０日までに担当へ
担当　　市障害者団体連合会事務局

　　　　（市社会福祉協議会内）
1０４６（２６６）２００１ 5０４６（２６６）２００９

　子育て電話相談ボランティア「つ
くしんぼ」が子育てサロンを開きま
す。
○と　き　８月２６日午前１０時～１１時
　３０分
○ところ　総合福祉センター（サニ
　ープレイス座間）３階多目的室
○内　容　折り紙、お話し、工作な
　ど（子育て相談も受け付けます）
○参加費　無料
○参加方法　当日直接会場へ
担当　市社会福祉協議会ボランティ
　　　アセンター

1０４６（２６６）２００２ 5０４６（２６６）２００９

◆ふれあい自然科学クラブ
　～見て・触れて・感じてみよう～
○と　き　９月６日～平成１６年２月
　２１日（全１１回、初回は午後１時３０
　分～３時３０分）
○ところ　市公民館、県立座間谷戸
　山公園、相模原市立博物館ほか
○内　容　顕微鏡による生物観察、
　地球の歴史、土器作り、天体観測、
　バウムクーヘン作りなど
○対　象　市内在住の小学生とその
　保護者
○定　員　２０組５０人程度（先着順）
○参加費　一組２０００円（保険代、材
　料代）
○持ち物　筆記用具
○申込方法　９月５日までに直接・
　電話・ファクスで同館へ
◆郷土の十五夜団子作りと郷土の大
　豆を使った簡単豆腐作り
○と　き　９月７日午前９時～正午
○対　象　小学生以上（小学生は保
　護者同伴）
○定　員　２４人（先着順）
○参加費　３００円
○申込方法　９月６日までに直接・
　電話・ファクスで同館へ

◆「２１世紀市民カレッジ（仮）環境
　を考える」企画委員募集
［第１回企画委員会］
○と　き　８月３１日午前１０時～正午
　（２回目以降は委員会で決定）
○対　象　市内在住・在勤者

○定　員　１０人
○申込方法　８月３０日までに同セン
　ターへ
［市民カレッジの概要］
○と　き　平成１６年１月～３月の平
　日夜間または休日（全５回～８回）
○内　容　経済活動と消費社会を環
　境の視点で考える講義や見学など
◆「町中たんけん隊～火星大接近」
　観察会
○と　き　①８月２８日、２９日午後７
　時３０分～１０時②３０日午後７時～９
　時３０分（天候により中止、延期の
　場合あり）
○内　容　①火星の観察②火星の観
　察と講義（火星と宇宙の不思議）
○講　師　明星大学地学教室　高橋
　典嗣さん
○対　象　市内在住・在学者（小学
　生以下は保護者同伴）
○参加費　無料
○申込方法　①当日直接会場へ②８
　月２４日までに同センターへ

◆サマーアイランド２００３
　～夏の１日を丸ごと楽しもう～
○と　き　８月２４日午前１０時～午後
　３時（催し物は午後２時３０分まで、
　その後スイカ割り大会を開催）
○内　容　お化け迷路、バルーンア
　ート作製、うちわ作り、輪投げ、
　吹き矢、科学コーナー、機織り体
　験、お茶を楽しもう、竹馬に乗ろ
　う、おしゃれなようじ入れ作り、
　絵本ラリー、ゲーム、模擬店など
○入場　自由
※駐車場は利用できません。

◆Ｚａｍａひまわりおはなし会
　～おはなしサークルまつり～
○と　き　９月１３日午前１１時３０分～、
　１４日午前１０時３０分～
○内　容　おはなしサークルが順次
　出演する「おはなし会」
○参加方法　当日直接会場へ
※図書館に置かれているプログラム
により、好きな時間に入場を。

◆家庭生活支援員
○応募資格　２０歳以上で、子育てや
　家事に熱意のある健康な方
○支援内容　一時的に子どもを預か
　るなどの子育て支援や家事などの
　支援
○支援時間　①家事などの支援＝午
　前８時～午後６時②子育て支援＝
　午前８時～午後６時③子どもの宿
　泊＝午後６時～翌朝午前８時
○報　酬　１時間当たり①１４５０円②
　７１０円③別途料金
○応募方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　　　　児童課

1０４６（２５２）７２０１ 5０４６（２５２）７０４３

計量器（はかり）の定期検査

対象地区検査日
入谷、座間、新田宿、相武台、
立野台、緑ヶ丘、明王、四ツ谷

９月２日

栗原、栗原中央、小松原、相模
が丘、さがみ野、西栗原、東原、
ひばりが丘、広野台、南栗原

９月３日

上記検査日時に受検できない方９月４日

障害者スポーツ教室

手話奉仕員養成入門講座

普通救命講習会

青少年善行ほう賞候補者の推薦を

 おーいみんなおいで！小さな子・
 大きな子いっしょにあそぼうよ　

市公民館
1０４６（２５５）３１３１ 5０４６（２５２）２７７６

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

図書館
1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

市内の交通事故件数

平成１５年１月１日～７月３１日
（物件事故を含まず）

負傷者死者件数
　６１３　０　５０４１５年
　６７７　３　５６３１４年
－６４　－３－５９増減

障害者を対象に
入湯会などを実施
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最
近
、
市
か
ら
委
託
を
受
け

た
り
法
律
で
定
め
ら
れ
た
り
し

て
い
る
か
の
よ
う
な
説
明
を
し

て
、
必
要
の
な
い
点
検
を
実
施

し
、
高
額
な
下
水
管
の
清
掃
や

消
火
器
の
販
売
を
す
る
悪
徳
商

法
の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
通
常
に
使
用
し
て

い
れ
ば
、
宅
地
内
の
排
水
設
備

を
清
掃
す
る
必
要
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、消
火
器
の

販
売
な
ど
は
、消
防
本
部
で
は
一

切
し
て
い
ま
せ
ん
。訪
問
し
た
業

者
に
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
担
当
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
こ
ん
な
手
口
に
ご
注
意
を
】

○
五
年
ご
と
に
下
水
管
の
清
掃

　

や
消
火
器
を
交
換
す
る
義
務

　

が
あ
る
な
ど
、
虚
偽
の
説
明

　

を
す
る
。

○
「
不
衛
生
」
「
近
所
迷
惑
」

　

「
危
険
」
な
ど
、
不
安
を
か

　

き
た
て
る
説
明
を
す
る
。

○
「
市
役
所
の
方
か
ら
来
ま
し

　

た
」
「
消
防
署
に
は
話
し
て

　

あ
り
ま
す
」
な
ど
、
誤
解
を

　

招
く
表
現
を
す
る
。

○
「
特
別
に
安
く
し
ま
す
」
な

　

ど
、
根
拠
な
く
有
利
と
思
わ

　

せ
る
言
い
方
を
す
る
。

○
内
容
を
よ
く
説
明
せ
ず
に
、

　

契
約
書
に
署
名
・
押
印
を
求

　

め
る
。

担
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【
ご
存
じ
で
す
か
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
制
度
】

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
と

は
、訪
問
販
売
で
の
契
約
を
、契

約
書
の
作
成
日
か
ら
八
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
消
費
者
か
ら
一
方

的
に
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。

　

市
で
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

の
具
体
的
な
方
法
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
あ
き
ら
め

ず
に
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

担
当　
　
　
　
　

市
民
生
活
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
２
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０
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５
）３
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 小山 　竜央    ちゃん

こ や ま  たつひろ

Ｈ１４．９．５生まれ　男
入谷１丁目

ここ
んん
にに
ちち
はは

赤
ち
ゃ
ん

赤
ち
ゃ
ん 井上 　悠吾    ちゃん

いのうえ ゆ う ご

Ｈ１４．１０．２２生まれ　男
広野台１丁目

 浜辺 　悠吾
は ま べ

    ちゃん

ゆ う あ

Ｈ１４．６．４生まれ　男
南東原６丁目

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
基
本
的

人
権
を
守
る
と
と
も
に
、
そ
の

普
及
と
高
揚
を
図
る
た
め
、
相

談
や
問
題
解
決
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
水
澤
加
奈

子
さ
ん
が
法
務
大
臣
か
ら
新
た

に
人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
本
市
の
人
権

擁
護
委
員
は
、
下
表
の
と
お
り

で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
毎

月
第
二
火
曜
日
の
午
前
に
市
役

所
で
開
催
し
て
い
る
法
務
相
談

の
中
で
、
人
権
相
談
を
受
け
付

け
て
い
る
ほ
か
、
自
宅
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　

市
民
生
活
課

　

市
で
は
、
市
内
に
伝
わ
る
民

話
を
絵
本
に
し
た
「
座
間
の
む

か
し
話
絵
本
」を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
既
に

1
０
４
６（
２
５
２
）８
２
１
８

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

掲
載
し
て
い
る
「
観
音
さ
ま
と

大
蛇
」
な
ど
の
四
冊
の
絵
本
に

続
き
、
九
月
一
日
（
月
）
か
ら

「
お
お
か
み
の
恩
返
し
」
を
追

加
掲
載
し
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
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○と　き　９月６日（土）午前９時３０分～１１時３０分
○ところ　座間小学校・ひばりが丘小学校校庭および体育館（雨天の場合
　は体育館のみ）
○指導種目　▽校庭＝グラウンドゴルフ、ペタンク、フリスビーゲーム、
　ティーボール▽体育館＝ソフトバレーボール、シャッフルボード、大縄
　跳び、輪投げ、プチテニス
○対　象　小学生～高齢者
○持ち物　室内用運動靴、タオル
○申込方法　当日直接会場へ
※当日は、運動のできる服装でお越しください。
担当　　　　　　　　　　　スポーツ課1０４６（２５２）８１７７ 5０４６（２５２）４３１１

　市民体育館（スカイアリーナ座間）では、体育の日の１０月１３日（月）に体育室
やトレーニング室などを無料開放します。ぜひこの機会に、家族や友達と一緒に
スポーツを楽しみ、心地よい汗を流しませんか。
【団体利用】
○開放時間　午前９時～１０時３０分、午前１０時３０分～正午、正午～午後１時３０分、
　午後１時３０分～３時、午後３時～４時３０分
○会　場　①大体育室②武道室③弓道室
○内　容　①バレーボール、バスケットボール、フットサル②武道、ダンス、気
　功、ヨガなど③弓道（有段者のみ）
○対　象　１０人以上の市民体育館登録団体　
※当日空きがあれば未登録団体（８人以上）も利用可能。　
○利用方法　往復はがきの往信面に会場、種目、時間、団体名、代表者の住
　所・氏名・年齢・電話番号を、返信面に代表者の郵便番号・住所・氏名を明
　記の上、９月８日（月）までの消印で〒２２８－００１１座間市相武台１－５９７１スカ
　イアリーナ座間スポーツ事業班あて郵送。応募者多数の場合は９月１０日（水）
　に抽選を実施し、結果を通知します。
【個人利用】
○開放時間　午前９時～午後４時３０分
○会　場　中体育室
○内　容　バドミントン、卓球
※希望者には、専門スタッフによる指導あり。
○対　象　どなたでも
○利用方法　室内用運動靴を持参の上、運動のできる服装で直接会場へ　
【トレーニング室利用】
○開放時間　午前９時～正午、午後１時～５時
○会　場　トレーニング室
○内　容　体力づくりのための各種機械を使った運動
※利用には登録が必要。未登録の方は登録講習会の受講を。
○対　象　中学生を除く１５歳以上
○利用方法　直接会場へ
○登録講習会（要予約）▽とき＝１０月１３日①午前９時３０分～②午後１時３０分～③
　午後３時～▽定員＝各１０人
※トレーニング室の午後６時以降の利用は有料です。
※幼児体育室は通常利用です。
担当　　　　　　　　　　　　　　市民体育館1０４６（２５５）００７７ 5０４６（２５５）１１８８
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○と　き　９月６日（土）午後６時３０分～８時３０分
○ところ　市民体育館（スカイアリーナ座間）大体育室
○講　師　順天堂大学名誉教授　武井正子さん
○定　員　２００人（先着順）
○参加費　無料
○保　育　あり（１歳児～未就学児）
○持ち物　室内用運動靴、筆記用具
○申込方法　９月５日（金）午後５時までに直接または電話、ファクス、
　電子メールで担当へ（ファクスと電子メールの場合は、住所・氏名・年
　齢・電話番号を明記。保育希望者は子どもの氏名・年齢・性別も併せて
　明記）
担当　　　　　　　　　　　企画政策課1０４６（２５２）８２８７ 5０４６（２５５）３５５０
　　　　　　　　　　電子メール　kikaku41@city.zama.kanagawa.jp

電話番号住　　　所氏　名

1０４６（２５５）００６２座間１－３１０５瀬戸　宏孝

1０４６（２５２）１７６１入谷１－３３５９鈴木　幹枝

1０４６（２５３）１０３０緑ヶ丘３－４３－２３　川　善康

1０４６（２５３）７７３９小松原１－４０－１３岩堀　勝三

1０４６（２５３）４０１１さがみ野３－６－１９山　　榮　

1０４６（２５３）９３５０南栗原１－１３－４７森田　洋一

1０４２（７４５）６１２４相模が丘２－２７－１０水澤　加奈子
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